
PBX間の相互接続性確保に向けた取り組み
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HATSフォーラム
PBXテレコムサーバ相互接続試験実施連絡会



PBXﾃﾚｺﾑｻｰﾊﾞ相互接続試験実施連絡会とは？

目的
➢ 異なるメーカ間のPBX/ビジネスホン機器の接続試験を行い、

異なるメーカ間機器の相互接続性を確保する

活動内容
➢ PBX間の相互接続試験の実施各社のPBX製品をIPイントラネ

ット網（IPv4/IPv6）のVoIP（SIP）プロトコル仕様（RFC3261）に
従った、PBX間の相互接続性を確認

接続試験の内容
1. 発着信接続の正常性
2. 通話音量、音質
3. 発番号表示
4. サーバ内の保留・転送等の付加サービス
5. セッション監視等のプロトコル確認
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相互接続試験実施連絡会の経緯

１９８０年代以降、複数メーカ（マルチベンダ）のＰＢＸで構成される企業通信

ネットワークが、共通線信号方式に代表される高度化ネットワークに発展

異メーカＰＢＸ間の相互接続性が課題

高度化する通信ネットワークでのPBXの相互接続性を確保するため、
郵政省 （現総務省）高度通信システム相互接続推進会議（HATS推進会議：
1988年創設）のPBX分科会より、通信機械工業会に設置依頼

1989年2月に「PBX相互接続試験実施連絡会」を設置
［事務局 ： 通信機械工業会（現CIAJ：一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会）］

2005年 サーバタイプのIP-PBX、小容量交換装置も包含した相互接続試験に
取組むことを決定し「PBXテレコムサーバ相互接続試験実施連絡会」に改称

HATS：Harmonization of Advanced Telecommunication Systems
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これまでのPBX相互接続試験内容①

➢

ＩＰｰＱＳＩＧ
2001年 IP-QSIG(TD-20.24) ：VoIP直接接続方式

IP網経由の音声品質試験と発番号表示
2002年 IP-QSIG(JJ-20.24) 発信者ネーム表示、DTMF信号の伝送
2003年 IP-QSIG（JJ-20.24） PBX間ローミング付加サービス

ＩＳＤＮ／共通線

1989年 第１回接続試験実施(ISDN電話サービス、G4 FAX接続試験)

1997年 JS-11572 （音声・G4FAX発信者番号表示）：共通線信号方式

1998年 JJ-20.60 シナリオ1（PBX間ローミング付加サービス）

1999年 JJ-20.60 シナリオ1a（PBX間ローミング付加サービス）

JJ-20.70 （PBX間PHSデータ通信）

2000年 JS-13868 （名前通知付加サービス）

デジタル化

ＩＰ化

ＳＩＰ

2004年 SIP(RFC3261)IP網経由の音声品質試験と発番号表示

2005年 同上 (端末のバリエーション増加)
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これまでのPBX相互接続試験内容②

2004年 SIP(RFC3261)IP網経由の音声品質試験と発番号表示

2005年 同上 (端末のバリエーション増加)

2006年 同上 (IP-PBXのサービス、セッション監視 を追加)

2007年 同上 (暫定応答、経路迂回 を追加)

2008年 同上 (RTCP、G.729a音声圧縮通話、発番号非通知、局間転送 を追加)

2009年 同上 (局間不在転送、局間会議通話、IPv6基本接続 を追加)

2010年 同上 (IPv6経由のIP-PBXサービス、セッション監視、暫定応答 を追加)

2011年 同上 (G.722コーデックを利用したIPv6基本接続、発番号表示 を追加)

2012年 同上 (DTMF送受信、サーバ間の会議通話、中継接続 を追加)

2013年 NGN経由の音声品質試験と発番号表示（トライアル試験）

2014年 同上 (本試験 IP-PBXのサービス、セッション監視を追加)

2015年 SIPとの中継接続試験 (NGN⇔SIP専用線)

2016年 同上 (NGN⇔レガシー専用線(Dch共通線))

2017年 同上 (SIP専用線⇔レガシー専用線(Dch共通線/2M-TTC))

2018年 ビジネスホン等収容でのSIPによる相互接続

2019年 sXGP端末を使用したＰＢＸ間の相互接続

2020年 sXGP端末を使用したイントラネットとNGNの中継接続によるPBX間相互接続

利用形態の多様化
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本年度のPBX相互接続試験について

➢ 本年度のPBX相互接続試験の狙い

⇒ 昨年に引き続き、近年PBXに収容する事業所用
コードレスの分野で期待が高まっているsXGP を使用し、
実運用で想定される接続形態における相互接続性を確認

sXGP（shared XGP）

➢ TD-LTEをベースとした無線通信方式、 免許不要な1.9ＧＨｚ帯を使用

※日本でPHS/DECTに利用されている自営無線バンド
Band39（3GPPが定めたLTEの国際周波数帯）に含まれる

➢ 構内自営網でLTEが利用できる（プライベートLTE）

➢ 事業所コードレス電話だけでなく、IoT無線システムとしても期待

出展：総務省HPより
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本年度のPBX相互接続試験について

➢ sXGP端末を使用したPBX間の相互接続

①発信、②着信、③通話品質、④切断、⑤途中放棄、⑥話中、

⑦発番号表示、⑧ｻｰﾊﾞ内転送、⑨ｻｰﾊﾞ間転送、⑩セッション監視

IPイントラ
ネット

(SIP専用線)

IP-PBXメーカ間でのイントラネットとNGNによる中継相互接続

A社 IP-PBX

ＳＩＰ

C社 IP-PBX

sXGP
端末

sXGP
端末

AP ※2

EPC ※1
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B社 IP-PBX

NGN

ＳＩＰ

※1：EPC(Evolved Packet Core)
※2：AP(Access Point)

AP ※2

EPC ※1
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本年度のPBX相互接続試験について

➢ ＰＢＸテレコムサーバ相互接続試験実施要領の作成・制定

『IPイントラネット網（IPv4）のVoIP（SIP）プロトコル仕様
（RFC3261）によるPBXテレコムサーバ相互接続試験実施要領』
⇒ 背景・目的、 試験環境、実施方法 等の明確化
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本年度のPBX相互接続試験について

➢ 相互接続試験実施要領の公開 及び 一般企業参加募集の案内

※HATS webサイト https://www.hats.gr.jp/
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本年度のPBX相互接続試験について

➢ 試験の実施

・実施日：

2020年7月14日、15日

・参加企業 及び 参加機器

※各社総当たりで実施

企業名 製品名(PBX)

NECプラットフォームズ㈱ UNIVERGE SV9500CT

沖電気工業㈱ DISCOVERY neo

㈱日立情報通信エンジニアリング NETTOWER CX-01 V2

富士通㈱ LEGEND-V S100

沖電気工業
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（機器提供)  sXGP機器 ： NECプラットフォームズ株式会社
NGNシミュレータ ： 株式会社NextGenビジネスソリューションズ
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本年度のPBX相互接続試験について

富士通 ＮＥＣプラットフォームズ

日立情報通信エンジニアリング （機器提供： NextGenビジネスソリューションズ）
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本年度のPBX相互接続試験について

➢ 試験実施結果

発
信

着
信

通
話
品
質

切
断

途
中
放
棄

話
中

発
番
通
知

サ
ー
バ
内
転
送

サ
ー
バ
間
転
送

セ
ッ
シ
ョ
ン
監
視

ＮＥＣプラットフォームズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

沖電気工業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日立情報通信
エンジニアリング

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富士通 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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試験項目

企業名
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本年度のPBX相互接続試験について

➢ 「HATS相互接続試験 合格証」発行（2020年7月16日)
実施要領に基づいた、他社製PBXとの相互接続性の確認がで
きたことを示す合格証を、試験合格の4社へ発行
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本年度のPBX相互接続試験について

➢ プレスリリース （2020年10月7日)

各社製品間の相互接続試験結果をプレスリリースにて報告
https://www.ciaj.or.jp/pressrelease2020/6121.html
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今後のPBX相互接続試験の取り組みについて

➢ 本相互接続試験は、2021年度以降もPBX/ビジネスホンに関
わる新たな技術範囲を更に広げて、継続的に実施する予定で
あり、利用者にとって利便性、及び信頼性の高い機器の供給
を目指していくこととする。
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